
  

 

６月 26 日(水)の代議員会で、こども園医に係る特別賦課金の徴収に関連して「会費等に関する規則」の変更をご承認いた

だきました。これに伴い、こども園医の先生には９月に半期分の会費と併せて、令和５年度こども園医手当の中から特別

賦課金の納入をお願いすることとなりました。ご不明な点がありましたら、事務局もしくは担当の杉山までご連絡ください。

何卒ご理解、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

  

【公衆衛生部】 

≪一 般≫（妹尾） 

昨年からお盆期間中の休日急患歯科診療がスタート

しています。ご担当の先生方は宜しくお願いいたします。

また、妊婦・パートナー歯科健康診査の受診票の前期分

締め切りは 10 月 10 日(木)となっています。期日までに

事務局へのご提出をお願いします。 

≪教 育≫（島津） 

８月 21 日（水）13 時より、もも丸ホールにて令和６年度

口腔衛生優良校・努力校表彰式並びに養護教諭を対象

とした学校保健会歯科研修会を開催いたします。公衆

衛生部教育委員会委員長の蔭山公之先生に「歯列咬合

について」と題してご講演いただきます。 

≪訪 問≫（白髭） 

今年度も６福祉区に分かれての多職種連携会議が秋頃

に開催されます。各区で作業部会を行い、当日の流れや

福祉区ごとに特徴のあるテーマを模索しているところです。

既に本会議の日程が決まっている区もあり、今後随時

ご案内していく予定です。訪問診療を行うにあたり、連携

や相談のできる関係づくりの機会にもなると思います

ので、是非ご参加ください。 

【技工学院】（居樹） 

８月 18 日(日)岡山歯科技工専門学院において小中高生

対象に「しごと体験会」を開催いたします。今回は鋳造を

体験してもらう予定です。まだ、若干空きがありますので

ご家族、ご親戚、患者さんなどにアピールしていただける

と助かります。また、９月 29 日（日）に 18 年ぶりに楢津に

て学園祭「岡技祭」を行います。是非お誘い合わせの上、

お越しください。10 月より来年度の入学生を募集いたします。

業界推薦枠もありますのでご紹介の程、よろしくお願い

いたします。 

【総務部】 

≪医療管理≫（浜崎） 

HIV ネットワークを利用した拠点病院から登録医院への患者

紹介が始まっています。県歯ホームページの会員サイトには

HIV 陽性者の歯科診療ガイドブックへのリンクが掲載されて

いますので、院内で正しい知識を共有するアイテムとしてご活用

ください。 

≪厚 生≫（平松） 

毎年恒例のファジアーノ岡山団体観戦ですが、今年は９月

14 日（土）19 時からのナイター観戦に決定しました。現在好調な

ファジアーノをホームで応援しましょう！ご家族や従業員の福利

厚生にもご活用ください。詳細は、改めてご案内いたします。 

≪広 報≫（後藤） 

10 月発刊予定の市歯報道では、歯科衛生士会に引き続き、

歯科技工士会より寄稿いただく予定となっております。チーム

医療においてなくてはならないパートナーである歯科技工士会

の原稿、お楽しみに。 

【研修部】 

≪社会保険≫（長谷川） 

根面う蝕管理、エナメル質初期う蝕管理には必ず、管理料（根

Ｃ管、Ｃe 管）を算定してから処置（Ｆ局２、Ｆ局３）を算定してください。

根Ｃ管は 65 歳以上あるいは歯科訪問診療料の算定が必要という

制限がありますが、Ｃe 管に年齢制限はありません。尚、口管強

の施設基準届出済みであれば（48 点）を加算できます。 

≪研修企画≫（平松） 

11月２日（土）19時より第221回学術臨床放談会を開催します。

今回は岡山大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学安藤教授と岡山大学

口腔顎顔面外科学伊原木教授をお迎えして、口腔・咽頭における

悪性腫瘍や耳鼻咽頭・頭頸部外科との医科歯科連携について

ご講演いただきます。大変貴重な講演ですので奮ってご参加ください。 

 

 

９月 29 日(日) 岡技祭（10:00） 

11 月 17 日(日)  歯ッピーフェア 2024（10:00） 

技工学院(楢津) 

天満屋６F みどりの広場 

パリオリンピックの話題が連日報じられていますが、岡山出身の体操の岡慎之助選手は逆転の金メダルに貢献し、また個人

総合でも金メダルを獲得するなど岡山県民として大変誇らしく思います。偶然にもオリンピックの開催時期に、スポーツデン

ティスト養成講習会に参加し、そこで日本代表選手が派遣前に必ず内科・整形外科・歯科のメディカルチェックを受けるという

話を聴きました。歯科の重要性を再認識するとともに、健康寿命延伸には日々の運動に加えて口腔の健康が大変重要である

ことも改めて感じています。今年も猛暑が続いていますので、運動の際には熱中症や脱水に十分注意を払いつつ自身の体調

に合った量と質を心がけてください。 
 


